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1.は じめに

　 トランス脂肪酸には,牛 など反甥動物の胃内

で生成 される天然の ものと,油 脂の加工過程 に

おいて水素添加等によって生成される人工のも

のがある。 トランス脂肪酸 とは,国 際食品規格

を作成 しているコーデックス委員会によると,

「少な くとも1つ 以上のメチ レン基 によって離

された非共役型の トランス配位の炭素一炭素二

重結合 をもつ,単 価不飽和脂肪酸 と多価不飽和

脂肪酸のすべての幾何異性体」 と定義 されてい

る。 この トランス脂肪酸が心疾患の発症 リスク

を高める1)として,近 年話題 になっている。

　2003年 には,食 事 ・栄養 ・生活習慣病に関す

るWHO/FAO(世 界保健機関/国 際連合食糧農

業機 関)合 同専門家会議において,「 トランス

脂肪酸からのエネルギー摂取 目標を1日 当た り

の総摂取エネルギー量の1%未 満 とすべ き」 と

勧告 された。また,2004年,デ ンマークが食品

中の トランス脂肪酸量 を全脂質の2%未 満 とす

る規則 を施行 したのをはじめ,米 国,カ ナダ,

イギリス,オ ランダ,韓 国,台 湾でも,食 品中

の トランス脂肪酸含有量の表示義務化や摂取量

の基準が設けられている。 日本において,ト ラ

ンス脂肪酸に関する情報はインターネット上で

は多 くみ られるものの,研 究論文や著書はまだ

少ない。 日本では,1999年 報告の日本入の トラ

ンス脂肪酸摂取量は1日 当た り平均1.56g(摂 取

エネルギーの0.7%)と いう結果をもとに,2004

年に食品安全委員会が 「諸外国と比較 して 日本

人の トランス脂肪酸摂取量が少ない食生活か ら

みて,ト ランス脂肪酸の摂取による健康への影

響は小さいと考えられる」 とファク トシー トに

て発表 している。その後,2006年 度に行われた

調査では,日 本人一人当た りの トランス脂肪酸

摂取量は,食 品群別摂取量か らの推計(積 み上

げ方式)で は1日 平均0.70g(摂 取エネルギー

の約0.3%),食 品加工油脂の生産量からの推計

では平均1.32g(同 約0.6%)と いう結果が出て

お り,2006年6月 にファク トシー トが更新され

ている。 しかし,食 品中の トランス脂肪酸含有

量の表示義務化や摂取基準 などについては言及

されていない。

　 この 日本の調査における1日 の トランス脂肪

酸摂取平均値だけで考えると,WHO/FAOの

勧告する総摂取エネルギー量の1%未 満を満た

している。 しか し,日 本人の食生活が欧米化 し

てきていることは周知の事実であ り,と りわけ

若者では摂取カロリーにおける脂質の割合が高

い2)こ と,偏 った食事をする者が増加 している

ことを考慮すると,ト ランス脂肪酸摂取量には

年齢差および個人差が大きいと考えられる。特

に中高生は食欲旺盛の時期である上,フ ァース

トフー ド店等での間食 も目立つ。また,小 児は

体重 も少な く,代 謝 も未熟であるため,成 人の

摂取基準 をそのまま適用してもよいのか明らか

でない。 さらに,日 本では児童を対象 とした ト

ランス脂肪酸摂取の実態さえ調査 されていない。

　以上のことを踏まえ,本 研究では日本におけ

る児童の トランス脂肪酸摂取の実態について調

査を行 うこととした。

皿.方 法

1.調 査対象児および実施時期

被験者 は鳥取県および滋賀県在住の幼児～高
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校生467名(男児237名・女児228名・不明2名)

とし，質問紙調査を2008年6月に実施した。被

験者の属性は表1の通りである。

表1.被験者属性(人数)

男 女 不明合計

幼児

小学生

中高生

-一
O
一1

163 

43 

261 

87 75 

21 22 

129 131 

2.調査内容

質問紙の調査項目は下記の通りである。回答

方法は記述法および評定法を用い，幼児の場合

はその保護者が，小学生以上は本人が回答する

ものとした。

(1) 自己申告による身長・体重，年齢

(2) 家族形態(一緒に暮らしている家族。単身

赴任中の家族は含めない。)

(3) 両親の就業状況

(4) 部活動の頻度(中高生のみ)

(5) 習い事の頻度

(6) アレルギー疾患の有無

(7) 外食の頻度

(8) ファーストフード庖の利用頻度

大手ファーストフード庖5庖の利用頻度につ

いて質問した。

(9) 噌好食品の摂取頻度

内閣府食品安全委員会の平成18年度食品安全

確保総合調査「食品に含まれるトランス脂肪酸

の評価基礎資料調査報告書」よりトランス脂肪

酸が比較的多く含まれる晴好食品11項目(①

ケーキ，②シュークリーム・ドーナツ， ③クッ

キー・ビスケット・パイ， ④クラッカー， ⑤

チョコレート， ⑥スナック菓子， ⑦食パン， ⑧

菓子パン・そうざいパン， ⑨牛乳， ⑩チーズ，

⑪アイスクリーム)について， 1週間に食べる

個数を質問した。そして，それぞれの食品のト

ランス脂肪酸含有量の平均値3)を用いて， 1日

のトランス脂肪酸推定摂取量を算出した。

(10) 家庭で使用している油脂類

トランス脂肪酸の多く含まれる植物加工油脂

が家庭でどれくらい使用されているかをみるた

め，家庭でよく使用する泊を 2種類および家庭

で使用しているマーガリン，バター，マヨネー

ズ， ドレッシングについて，商品名とメーカー

名を質問した。

3.統計学的分析

晴好食品による 1日のトランス脂肪酸推定摂

取量と1)家族形態， 2)両親仕事状況， 3) 

アレルギー， 4)外食頻度， 5)身長および体

重から算出した肥満度との関係をそれぞれ検討

した。幼児の肥満度はカウプ指数，小中高生の

肥満度はローレル指数を用いたヘ

噌好食品による 1日のトランス脂肪酸推定摂

取量と1)および4) との関係は一元配置分散

分析によって有意差を検定したO 有意差が認め

られた場合は，さらに多重比較を行った。2) 

および3) との関係は t検定を用いた。5) との

関係は相関関係により有意差を検定した。いず

れの場合も有意水準は両側検定5%未満とした。

4.倫理的配慮

調査紙の回答は無記名自記式で個人名は同定

されない。また，調査依頼機関には著者らが直

接出向き，担当者に調査の目的，方法などを説

明し，また調査を拒否された場合でも何ら不都

合が生じないことを伝えた。機関内で調査の諾

否を検討してもらい，後日了承を得た機関を対

象に調査を行った。回収した調査紙は研究室の

施錠できる保管庫に保管し，得られた情報は全

てデータ化し，以後の分析にはこのコード化し

たデータのみを使用した。

ill.結果

1 .質問紙項目

1 )自己申告による身長・体重，年齢

表2に自己申告による校種別の身長・体重，

年齢を示した。

表2.被験者の身長・体重，年齢

|身長(cm) 体重(kg)
幼児 1 105.2:t 9. 1 17.2 :t 3.2 
小学生 1142. 6 :t 7. 6 35. 9 :t 6. 7 
中高生 1159.2:t7.8 47.8:t8.1 

(平均値±標準偏差)

年齢(才)
4.4:tl.1 
10.9:t0.8 
13.6:t l.1 
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日が25名 (8%)，週5日が18名 (6%)，週6

日が8名 (3%)，週7日が4名 (1%)であっ

た。

6 )アレルギー疾患の有無

アレルギー疾患があると答えた者は91名 (20%)，

ないと答えた者は365名 (80%)であった。

7 )外食の頻度

外食が月 1日以下の者は141名 (31%)，月 2

~4 日が232名 (50%)，週1日が54名 (12%)， 

週 2~3 日が25名 (5 %)，週 4~5 日が 5 名

(1 %)，週 6~7 日が 0 名 (0 %)，未回答が6

名 (1%)であった。

8 )ファーストフード庖の利用頻度

結果を表3に示した。未回答には， 1度も

行ったことがないため答えられなかった者も含

んでいる。

マクドナルド以外の 4庖はほぼ同様の利用頻

度であった。マクドナルドは他の 4庖と比べ，

利用頻度が高い傾向であった。

2 )家族形態

片親の核家族が32名 (7%)，両親のいる核

家族が311名 (67%)，片親+祖父母，おじ，お

ば等の拡大家族が14名 (3%)，両親+祖父母，

おじ，おば等の拡大家族が101名 (22%)，両親

以外の大人と子どもの家族が1名 (0.2%)，大

人と暮らしていない者が3名 (1%)であった。

きょうだい数は， 1人が73名 (16%)，2人

きょうだいが250名 (54%)，3人きょうだいが

110名 (24%)，4人きょうだい以上が29名 (6%) 

であった。

3 )両親の就業状況

共働きが252名 (55%)，共働きではない者が

200名 (43%)，未回答が10名 (2%)であった。

校種別にみると，幼稚園では共働きでない者が

8割以上を占め，それ以外の校種では共働きが

多かった(図 1)。

表3. ファーストフード利用頻度
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4 )部活動の頻度

被験者の中高生のうち，部活動をしている者

は235名 (92%)，していない者は21名 (8%) 

であった。部活動をしている者の頻度は，週 1

日以下が3名 (1%)，週2日が3名 (1%)， 

週3日が3名 (1%)，週4日が3名 (1%)， 

週5日が28名 (12%)，週6日以上が192名 (82%)，

未回答が3名 (1%)であった。

5 )習い事の類度

習い事を している者は302名 (65%)， してい

ない者は160名 (35%)であった。習い事をし

ている者の頻度は，週1日が94名 (31%)，週2

日が88名 (29%)，週3日が65名 (22%)，週4

図1.校種別両親就業状況
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9 )曙好食品の摂取頻度

晴好食品の 1週間の平均摂取頻度を校種別に

表4に示した。さらに，それぞれの食品のトラ

ンス脂肪酸含有量平均値3)をもとに，日香好食品

による 1日のトランス脂肪酸推定摂取量を校種

別に算出した (表5，図 2)。

噌好食品の 1週間の摂取頻度の平均値は，ど

の項目も目立って高値を示すものはないが，最

大値と最小値をみると個人によって，ぱらつき

が大きかった。

晴好食品による 1日のトランス脂肪酸推定摂

取量は，全校種の児童における平均が0.63::!:: 

0.37gで， WHO/FAOおよびFDA(米国食品医

表 4. 1週間の曙好食品摂取頻度

シュークリーム
ケーキ クッキー類 クラッカ』 チョコ
(個) ド』ナツ (枚) (枚) (粒)

(個)

薬品局)が勧告している総エネルギー摂取量の

1%未満(約2g) より低値であった。しかし，

個人差が大きく，中には噌好食品だけで 1日

4.09gのトランス脂肪酸を摂取していると推定

できる者もいた。また 校種聞に大きな差はな

く，幼児が0.62::!::0.30g/ day，小学生が0.62::!::

0.32g/day，中高生が0.64::!::0.43g/dayという結

果であった。幼児については体重当たりのトラ

ンス脂肪酸推定摂取量を算出した。幼児の体重

当たりの噌好食品による 1日のトランス脂肪酸

推定摂取量は，平均0.037::!:: 0.0 18g/kg/ dayとな

り，この値を50kgの成人で、換算すると1.84::!::

0.88g/dayとなった。

(平均値±標準偏差)

スナック 菓子 牛乳(杯) チーズ アイス食パン
菓子

(枚) パン
1杯

(袋 ・個) (個) =~OÖ~l (個 ・枚) (個)

幼児 0.2:t0.4 0.3:t0.6 3.1:t4.5 0.4:t1.4 4.3:t6.2 1.4:t1.3 2.3:t1.9 1.8:t2.4 6.4:t5.0 1.7:t2.0 1.8:t2.0 

小学生 0.2:t0.5 0.3:t0.5 1.5:t2.2 0.6:t1.9 3.5:t6.0 1.7:t1.4 2.1:t2.1 2.5:t2.2 6.7:t4.7 1.5:t2.5 2.2:t2.5 

中高生 0.2:t0.5 0.5:t1.0 2.5:t4.8 0.4:t1.8 4.1:t6.9 1.3:t1.5 3.0士2.6 1.9:t2.1 6.3:t6.4 1.1:t1.7 2.5:t2.8 

全校種
0.2:t0.4 0.4:t0.8 2.6:t4.5 0.4:t1.7 4.1:t6.6 1.3:t1.4 2.7:t2.4 2.0:t2.2 6.3:t5.8 1.3:t1.9 2.2:t2.5 

平均

最大値 3 10 50 20 50 10 18 20 40 14 20 

最小値 。 。 。 。 G 。 。 。 。 。 。

表5.曙好食品摂取によるトランス指肪酸推定摂取量 (9)

1週間合計 1日平均 最大値/日 最小値/日

幼児 4. 35::!::2. 00 O.62::!::0.30 l. 70 0.01 

小学生 4. 36::!::2. 24 0.62::!::0.32 l. 79 0.08 

中高生 4. 51::!::2. 98 0.64::!::0.43 4.09 0.08 

全体平均 4.43::!::2.60 0.63::!::0.37 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年齢(才)

図2.嗜 好食品による1日 のトランス脂肪酸推定摂取量

10)家 庭 で使用 している油脂類

　家庭 で よ く使 用す る油 を2つ 質問 した ところ,

メ ー カー は 日清 オ イ リオが158名(27.3%),花

王 が101名(17.4%),味 の素 が78名(13.5%)

で よ く使用 されて いた。油 の種類 はよ く使用 さ

れ てい る順 に,キ ャノ ー ラベ ー ス油 が172名

(29.7%),サ ラ ダ油が117名(20.2%),エ コ ナ

製 品が95名(16.4%),ご ま油 が81名(14%),

オ リ ーブ オイ ルが51名(8.8%)と い う結 果で

あった。

　 マーガ リンの使用 率の高い メー カー は雪印131

名(28%),明 治68名(15%),コ ー プ30名(6%)

で あ った。未使用お よび未 回答は177名(38%)

で あ った。

　 バ ター の使 用率 の高 い メー カー は雪 印93名

(20%),明 治25名(5%),よ つ 葉23名(5%)

で あ った。未使用 お よび未 回答 は289名(62%)

で あ った。

　 マ ヨネ ーズ はキ ュー ピーが313名(67%)と

圧 倒的に多か った。続いて,味 の素が52名(11%),

コー プが12名(3%)で あ った。未使 用お よび

未回答 は66名(14%)で あ った。

　 ドレッシングはキ ュー ピーが120名(26%),

ピエ トロが46名(10%),コ ー プが28名(6%)

と多 かった。未使用お よび未 回答 は144名(31%)

で あ った。

2.統 計 学的分析

1)家 族 形態 と嗜好食 品 による トランス脂 肪酸

　 推定摂取 量の関係

　 片 親+祖 父母,お じ,お ばのい る家庭 の者 の

嗜好 食 品 に よる トランス脂 肪 酸 推定 摂 取量 が

0.99±1.04g/dayで,片 親 のみの0.63±0.48g/day,

両 親 の みの0.62±0.30g/day,両 親+祖 父母,

お じ,お ばのい る家庭の0.63±0.369/dayと 比 べ,

有 意 に高値 であった(そ れぞれp<0.05,p<0.Ol,

p<0.05)0

2)両 親 就業状況 と嗜好食 品によ る トランス脂

　 肪酸 推定摂取量 の関係

　 有 意差 は認 め られ なか ったが,幼 児 で は共働

き家庭 の嗜好食 品 による トランス脂肪 酸推定摂

取量 の0.58±0.26g/dayが 共 働 きで ない家庭 の

0.65±0.30g/dayよ り低 い傾 向を示 した。 一方,

小 ・中高生 において は,共 働 き家庭(そ れぞれ

0.64±0.31g/day,0.69±0.47g/day)が 共 働 き

でない家庭(そ れぞれ0.59±0.34g/day,0.58±

0.33g/day)よ り高い傾 向 を示 した。

3)ア レル ギー と嗜好食 品に よる トランス脂肪

　 酸 推定摂取量 の関係

　 すべ ての校種 で有意 差は認 め られ なかったが,

中 高生 において,ア レルギーのある者 の嗜好食 品

による トランス脂肪酸推定摂取量0.74±0.42g/day

が,ア レルギーのない者の0.62±0.42g/dayよ り

多い傾 向を示 した。

4)外 食 頻度 と嗜好食 品に よる トランス脂肪 酸

　 推定摂取量 の関係

　 幼児では,月2～4日 外食す る者 の嗜好食品に
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よる トランス脂肪酸推定摂取量 の0.67±0.31g/day

が 週1日 外食す る者の0.47±0.16g/dayと 比 し有

意 に高値 を示 した(p<0.Ol)。 小 学 生で は有意

差 は認 め られ なか った。 中高生 では,週1日 外

食す る者 の0.91±0.81g/dayが 週4～5日 外 食

す る者 の0.21±0.12g/dayお よび外 食が 月1日

以下 の者 の0.55±0。30g/dayと 比 し,有 意 に高

値 を示 した(い ずれ もp<0.05)。

5)肥 満 度 と嗜 好食品 によ る トラン ス脂肪酸 推

　定摂 取量の関係

　すべ ての校種 にお いて,肥 満度 と トラ ンス脂

肪酸推 定摂取量 との 問に有意 な相 関 は認 め られ

なかった。

].V.考 察

　本研究における質問紙による嗜好食品摂取状

況から推定 した児童の1日 の トランス脂肪酸摂

取量 は,平 均0.63±0.37gで あ り,　WHO/FAO

およびFDAが 勧告 している総エネルギー摂取量

の1%未 満(約2g)よ り低値であった。しかし,

幼児,小 学生,中 高生の間に トランス脂肪酸摂

取量の大 きな差はみ られず,幼 児 においては,

トランス脂肪酸摂取量を体重50kg当 たりに換算

すると平均1.84±0.88g/dayと なり,嗜 好食品の

みの摂取状況か ら推定 した トランス脂肪酸摂取

量が,WHO/FAOお よびFDAが 勧告する約2g

に近い値 となった。このことから,幼 児は他の

年齢の児童 と比較 し,身 体の大 きさに対 して嗜

好食品か ら多量 の トランス脂肪酸 を摂取 してい

ることが示 された。幼児期は発育が活発な時期

であ り,体 重1kg当 たりのエネルギー必要量や

各栄養素量は,成 人の数倍にもなるため,間 食

によってエネルギーおよび栄養素の補給を行う

必要がある5)。しかし,保 育園児がおやつで摂

取 した ものの55%が スナ ック菓子であったとい

う結果や6),間 食に市販の嗜好食品 を用 いるこ

とが多いとする報告7)もあ り,幼 児 に与えるべ

き間食の内容 は,今 回の結果からも早急に見直

す必要がある。

　 また,児 童の嗜好食品による トランス脂肪酸

摂取には個人のばらつきが大 きく,平 均値が基

準値より低値であるとはいえ,中 には嗜好食品

だけで,成 人の一 日摂取基準 とされる約2gを

大 きく超える者もいた。児童期に身についた望

ましくない食習慣は,そ の後も継続され,さ ら

に悪化する場合 もある8)9)。また,近 年では子ど

もでも肥満が増加 している'°)。小児肥満は成人

肥満 につながる11)だけでな く,高 脂血症や糖尿

病,動 脈硬化などにもつながって くる'2)。今 回

の調査で示 されたような,嗜 好食品のみで トラ

ンス脂肪酸摂取量が2gを 超えるような児童は,

将来このような病気を発症する可能性がより高

いと考えられる。また,ト ランス脂肪酸は心疾

患の発症 リスクを高める1)ことが明らか となっ

ているものであ り,日 本でも摂取基準を示 し,

一般への啓発活動をさらに推 し進めることが必

要である。摂取基準については,諸 外国の基準

をみて も,成 人と子 どもの区別はされていない

が,子 どもの身体の大 きさや,成 長 してから後

の影響を考慮すると,子 どもと成人は区別して

基準を考えなければならない と考えられる。

　 ファース トフー ド店の利用は,モ スバーガー,

ロッテリア,ミ スター ドーナツ,ケ ンタッキー

フライ ドチキンの4店 はほぼ同様の利用頻度で

あったが,マ ク ドナル ドは他の4店 と比べ,利

用頻度が高かった。これはマク ドナル ドの店舗

が他のものに比べ多く,商 品が安価で,メ ニュー

も豊富なため利用 しやすい とい うことが考えら

れる。本研究で取 り上げた大手ファース トフー

ド店の商品の トランス脂肪酸に関しては,ミ ス

ター ドーナツがホームページお よび商品コマー

シャルにおいて,「2007年12月 から全店で トラ

ンス脂肪酸値を大幅に抑えたオイルを採用 して

いる」としてお り,「 ドーナツ1個 当た り平均1

～1 .5g含 まれていた トランス脂肪酸 を,平 均約

0。25gまで低減 させることに成功 した」 と報告

している13)。モスバーガー,ロ ッテ リア,ケ ン

タッキーフライ ドチキンに関しては,商 品の ト

ランス脂肪酸含有量について言及されていない。

しかし,「 食品と暮 らしの安全」のアンケー ト

調査14)によると,モ スバーガーの揚げ油は 「水

素添加 しない代わ りに,常 温でも固まりやすい

パーム油を使い,ビ タミンEの 添加で酸化 を抑

えてお り,ト ランス脂肪酸の含有量は3%以 下」
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ということである。また,同 じ調査で,ロ ッテ

リアは 「水素添加 していないパーム油を使用し,

トランス脂肪酸の含有量 は微量」 な揚 げ油 を

使ってお り,ケ ンタッキーフライ ドチキンは,

「従来の揚げ油か ら トランス脂肪酸含有量 を半

分に低減 したものに変更 したか,近 く変更予定

であるJと いう回答が得 られている。マクドナ

ル ドに関 しては,ア メリカの店では トランス脂

肪酸への対策が取 られ,含 有量 も消費者が分か

るようになっている15)が,日 本では対策がされ

ていない。「食品と暮 らしの安全」の2005年7月

発表16)の調査 では 「マ ックフライポテ トMサ イ

ズ(135g)に は4.55gの トランス脂肪酸が含 まれ

ている」 としてお り,2007年 のアンケー ト調査14)

でも 「揚げ油 もミルクポーションも対策を検討

していない」 との回答を得ている。マックフラ

イポテ トMサ イズに含 まれる4.55gと いう トラ

ンス脂肪酸量 は,食 品安全委員会のいう日本人

の平均値 をはるか に超 え,こ の商品のみで,

W且0/FAOの 勧告する総摂取エネルギー量の

1%未 満(約2g)の2倍 以上の トランス脂肪

酸を摂取することになる。このことより,マ ク

ドナル ドの利用頻度が高いということは トラン

ス脂肪酸の摂取量 も高 くなっていることが想定

される。今 回は,フ ァース トフー ド店の利用状

況を把握 したのみで,ど のようなものを食 し,

そこか ら摂取 している トランス脂肪酸量は検討

していない。今後,フ ァース トフー ドによる ト

ランス脂肪酸量 も推定 し,児 童の トランス脂肪

酸摂取の実態をより明確 にしていく必要がある。

　家庭で使用 される油は,日 清オイリオや花王

の健康志向製品が多 くみられた。これ らの製品

は,健 康効果が期待できる 「特定保健用食品」

や 「栄養機能食品」17)に認定 されているもので

ある。大橋18)の調査によると,家 庭における食

用油脂の購入時の重視する条件では81%が 「健

康効果」 としている結果が出ている。特定保健

用食品に認定 されている油の トランス脂肪酸含

有量は,日 清オイリオはホームページにて,「ヘ

ルシーライ ト」が100g当 た り1.Og,「ヘルシーリ

セッタ」が100g当 たり1.5g,「ヘルシーコレステ」

が100g当 たり1.6gと 公表してお り19),全植物性

油脂の トランス脂肪酸含有量の平均値100g当 た

り1.39593)と 近い値 となっている。一方,花 王

のエコナ製品については,ト ランス脂肪酸含有

量が5.2%で,他 の市販されている植物油の トラ

ンス脂肪酸含有量0.4～2.3%と 比べ,高 濃度で

あることが示 されている報告2°)がある。「特定

保健用食品」や 「栄養機能食品」に認定されて

いる油は,食 後の血中中性脂肪の上昇 を防 ぐ,

あるいは血中コレステロール値を下げるといっ

た効果があるものの,ト ランス脂肪酸含有量に

関 しては少ないというわけではない。本研究の

結果からは,健 康効果を期待 して油 を選択 して

いることは伺えたが,日 常使用する油脂類から

の トランス脂肪酸の摂取は多い者 もいることが

推測 される。

　マーガリンとバターにおける トランス脂肪酸

含有量は,マ ーガリンの方が圧倒的に高値3)で,

マーガリン100g当 た りの トランス脂肪酸含有量

平均値が7.004g,バ ター100g当 たりの トランス

脂肪酸含有量平均値が1.951gで ある。今回の調

査では,マ ーガリンの使用者が多かった。 これ

はマーガリンの方が安価で種類 も豊富にあ り,

利用 しやすいことと,ト ランス脂肪酸の情報 を

消費者が認知 していないことが考え られる。一

方,バ ターは生活習慣病 を引 き起 こす一因であ

る コレステ ロールの含量が100g当 た り210～

230mgで,マ ーガリンの100g当 た り4～5mg21)

と比べ非常に多 く,バ ターをよ り積極的に食す

る根拠 も少ない。

　片親+祖 父母,お じ,お ばのいる家庭の者の

嗜好食品による トランス脂肪酸推定摂取量が,

他の家族形態よりも高値を示 した。おやつの摂

取頻度には祖父母の存在が関連している可能性

が示 されている調査結果6)があ り,今 回の結果

は,同 居 している祖父母,お じ,お ば等が,子

どもの親が片親であることもあ り,余 計に子 ど

もに甘 く,お やつ として嗜好食品を多量与えて

いるのではないかと考えられる。

　幼児では,共 働 き家庭の者が,共 働 きでない

家庭の者より嗜好食品による トランス脂肪酸推

定摂取量が低値 を示 した。間食 は,お 腹が空

く ・泣 く・機嫌が悪 くなるなどに対処するため,
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つい決め られた時間以外 に与えてしまうことが

多 くなる22)が,共 働 きでない家庭の者は,幼 稚

園や保育所から早い時間に帰宅するため,帰 宅

途中または帰宅後,夕 食 までの問等に嗜好食品

を間食として与えられることが多いのではない

か と考えられる。

　一方,小 ・中高生では,共 働 き家庭の者が共

働 きではない家庭の者 より嗜好食品による トラ

ンス脂肪酸推定摂取量が高値を示 した。小 ・中

高生では,自 ら欲 しいものを購入で きるように

なる。共働 きだ と親が帰宅する時間が遅 くな り,

夕食 も遅 くなるので,お 腹のすいた子 どもが嗜

好食品を買って食べていた り,親 も嗜好食品を

自宅 にス トックしていた りする状況が考えられ

る。母親の就労 している家庭では,間 食を買い

食いする割合が高 く,市 販品の間食が中心 とな

り,母 親の勤務形態が児の肥満に結びつ く生活

習慣 を悪化 させている23)という報告 もあり,今

後 さらなる調査が必要である。

　小学生以下ではアレルギーと嗜好食品による

トランス脂肪酸推定摂取量に関係 は認められな

かったが,中 高生では,ア レルギーのある者が

アレルギーのない者 より嗜好食品による トラン

ス脂肪酸推定摂取量が高い傾向を示 した。 トラ

ンス脂肪酸は血管の内皮細胞膜に取 り込 まれ,

内皮接着分子 を増やす ことにより,内 皮細胞機

能不全をうなが し,炎 症 を誘発する24)25)26)27)28)

という報告がある。 また,ヨ ーロッパの13～14

歳の子どもにおいて,ト ランス脂肪酸の摂取が

多いほどアレルギー疾患 を引 き起こしていると

いう調査29)もある。 これ らのことより,近 年の

トランス脂肪酸の摂取状況 と,ア レルギー疾患

の増加とが関連 している可能性 もあ り,今 後 も

検討が必要 とされている課題である。

　外食の頻度と嗜好食品による トランス脂肪酸

推定摂取量に,一 定の傾向は認め られなかった。

今回の調査では,外 食の内容や摂取時間につい

ては検討 していない。前述 したように,フ ァー

ス トフー ドには トランス脂肪酸が多 く含 まれて

いる場合がある。今後 は,外 食の内容 も調査 し,

外食か ら摂取 している トランス脂肪酸について

も検討が必要である。

V.ま とめ

　本研究における児童の嗜好食品における1日

の トランス脂肪酸推定摂取量は,WHO/FAO

およびFDAが 勧告している総エネルギー摂取量

の1%未 満(約2g)よ り低値であった。しかし,

個人によってば らつ きが大 きく,中 には嗜好食

品のみで2gの 基準値 を大 きく超える者もいる。

平均値をもとに 「健康への影響は小 さい」 と考

え,ト ランス脂肪酸の摂取基準を設けなかった

り,商 品に トランス脂肪酸含有量を表示するこ

とを義務化 しなかった り対応をしないのは,す

べての国民のため といえない。また,幼 児に関

しては,成 人体重に換算した場合の嗜好食品に

よる トランス脂肪酸推定摂取量が基準値近 くな

り,他 の食品か らもトランス脂肪酸 を摂取する

ことを考えると,早 急 に詳細な調査が必要であ

る。

　今回の調査は質問紙 によるものであ り,実 際

の食事からも摂取 している トランス脂肪酸を全

て算出したわけではない。また,今 回検討 した

トランス脂肪酸推定摂取量は,嗜 好食品による

ものに限定されている。ファース トフー ドや外

食か らの トランス脂肪酸の摂取は少な くないこ

とが想定され,こ れらも含めると,さ らに児童

が摂取する一 日の トランス脂肪酸量は増加する

可能性が高い。今後は,食 事調査により実際に

摂取 している トランス脂肪酸量を算出 し,児 童

の トランス脂肪酸摂取の実態をより明確にして

い く必要がある。
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